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熊
谷
直
実

　　　    
―　あらすじ　―

　

　一の谷合戦後の須磨の浦、熊谷直実の陣屋

に初陣に出た息子・小次郎の身を案じる熊谷

の妻・相模と、捕手に追われた平経盛の妻藤

の局が現れます。

　相模と藤の局は旧知の間柄、昔を懐かしみ

ながら互いの近況を語るうち、熊谷が藤の局

の息子・平敦盛（実は白河上皇のご落胤）を討っ

たことが分かります。藤の局はかつて熊谷夫

婦を助けたことを引き合いに、相模にその恩

を覚えているなら熊谷を討たせるよう迫りま

す。驚く相模、ひとまず夫が帰り次第、まず

は様子を聞いてから、となだめすかします。

　やがて墓参りから帰った熊谷は、相模が女

の身で陣中へ来たことを一旦はとがめますが

乞われるままに小次郎の初陣の様子、敦盛を

討ち取ったことを語ります。

　その一部始終を聞いた藤の局は後ろから熊

谷に斬りかかりますが、相模のとりなしによ

り、敦盛をやむなく討たねばならなかったい

きさつ、敦盛の健気な最期の様子を詳しく聞

きました。

　藤の局は嘆き悲しみながらせめて一目敦盛

の首を見たいと言いますが、熊谷がそれをは

ねのたところへ熊谷の主人・源義経が現れ、

その場で首実験となります。熊谷は義経が立

てさせた軒先の制札を抜き取り、制札の心を

察して討ったこの首をよく見て欲しい、と差

し出します。義経によくぞ討ったと称えられ

たその首は、敦盛ならぬ、熊谷の息子・小次

郎の首でした。

　この後、熊谷は世の無情を悟り、僧となっ

て小次郎の菩提を弔う旅に出てゆくのでした。

　コリヤ熊谷、軍のならひとは云ながら、

 　年はも行ぬ若武者を、よふむごたらしう

  　　首討たな。サア約束じや相模、助太刀

            
   　　仕て夫を討せ、サ何と！
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陣屋の幕に染められた「対鳩
（鳩八）」の紋。熊谷家の家

紋「寓生鳩」の寓生（ヤドリ

ギ）を省略した形です。

  物語る小道具
～ 陣屋の幕 対鳩 ～

じんや　　　　　　むかいばと

ほやばと

一谷嫩軍記　熊谷陣屋
い ち の た に ふ た ば ぐ ん き  　 　 く ま が い じ ん や

■ 義経是にて見やうずるは。

熊谷の心中、犠牲を全てのみ込んだ上で

「ヤア直実、首実検延引といひ、軍中に

て暇を願ふ汝が心底いぶかしく、密に来

たりて最前より始終の様子はサ奥にて聞。

急ぎ敦盛の首実検せん。」と声をかける

源義経。

これ

■ 我子の敵！

熊谷に飛びかかり、相模に敵討ちの助太

刀を迫る敦盛の母・藤の局。

かつて不義の間柄であった熊谷と女官の

相模をかばい、東国へ逃がしたことを持

ちだし、その恩に報いるため、熊谷が帰

ったら自分に討たせて欲しいと相模に頼

んでいました。

■ 其の訳を…。

息子を気遣うあまり、禁ぜられていた陣屋を訪れ

た熊谷の妻、相模。夫から敦盛を討ったと聞かさ

れ、「エゝこれ直実どの、敦盛様は院のお胤と知

りながら、どふ心得て討たしやんした。様子が有

ふ其のわけを」と、おろおろした様子で涙ながら

に夫に問います。

■ こは思いがけなき御対面。

斬りかかってきた女が敦盛の母・藤の局であることを知り驚く熊谷

直実。敦盛の顔を見たとき、同じ年頃の小次郎のことが思い出され

「早落給へ」と勧めたこと、しかし「一旦敵に組みしかれ何面目に

ながらへん。早首取よ熊谷」と言う健気な敦盛の言葉になおもため

らったが、そんな様子を味方に見られ裏切りを疑われたため、是非

に及ばず首を討ったと語ります。

さがみ
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本作の季節は春、初段堀川御所の
場で義経は熊谷に命じ「一枝を伐
らば一指を剪るべし」と記した制
札を桜の若木の元に立てさせまし
た。この熊谷陣屋の場面で、制札
が桜になぞらえた敦盛を守護せよ
との熊谷へのメッセージであった
ことが分かります。

  物語る小道具
　～ 桜と制札 ～

さくら　せいさつ　　　　　　

■  馬上ながら、むんづと組み。

場面が熊谷陣屋に移る前、一の谷合

戦の場面。「ハテ健気成若武者や。
逃る敵に目なかけそ。熊谷是に控へ
たり。返せ。戻せ。ヲヽイ。おいと。
扇を持って打ち招けば。駒の頭を立

直し。波の打物二打三打。いでや組

んと馬上ながらむんづと組。両馬が

間にどうど落。」
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